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　　 Protein　phosphorylation　and 　dephosphory工ation
are 　 mechan 重sms 　 of　fundamental　 importance　in　 regula ・

tion　of　neuronal 　activities、　 Phosphoproteins　are 　in−

volved 　in　 a　 biochemical　process 　 leading　to　the
modification 　of　 synaptic 　changes 　that　 underlie 　the
learnlng　 and 　 memory ．　 The　 previous　 studies 　 for　 an

lnvolvement　 of 　 prDtein　 kinases　 and 　phosohatases　 in
出 esynaptic 　plasticities　were 　performed　by　using 　ac−

tivators　Qr　inhibitors，　 specific 　or 　nonspecific 　to　the
enzymes 、　Monltoring　of　phosphorylation　in　neurons 　by
use 　of 　antibodies 　of 　phosphorylated　substrate 　proteins
is　a　profitable　apProach 　to　investigation　of　functional
c 孟rcuits 　in　the　 central 　 nervous 　system ．　 We 　 apPlied 　a

monoclonal 　 antlbody 　highly　specific　to　phosphory ・
lated　 serine 　 residues 　to　the　cerebellum 　during　locomo・
tion　 in　 cats．　 The 　 treadmiU　 used 　 in 亡he　 exper 正ments

has　 four　 moving 　 belts，　 which 　 were 　 mounted 　 under

each 　 Hmb 　 of　the　 cat．　 In　 unperturbed 　 locomotion，　 all

belts　 were 　 driven　 at　 the　 same 　 veloclty，　 whereas 　 in

perturbed　Iocomotiorl，　the　belt　urlder 　the　ieft　forelimb
was 　driven　 at　 about 　twice 　the　veiocity 　of 　dhose　under
the　 other 　 three　 limbs．　 Previously，　 we 　 have　 reported
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and 　V，　 the　imrnunoreactivity　against 　 phosphoserine
was 　markedly 　enhanced 　in　perturbed　locomotion　com −

pared　with 　that　in　 unperturbed 　locomotion，　 Purkinje
cells　 in　 vermal 　 lobule　 V　 receive　 enhanced 　 Climbing
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 zfiber　responses 　during　perturbed 　locomotion．These
elimbing 　 fiber　 resporlses 　 subsequently 　 might 　 induce
entry 　of 　calciunl 　ions　iDto　the　Purkinje　cells，　 and

promote　phosphorylation　in　Purkinje　cells ．　Our　data
show 　 that　 phosphorylation　 occurs 　 in　Purkinje　 cells

during　loco皿 otion 重n　 an　 activity−dependent　 manner ．
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【目的】
一

側性お よび両側性の単純反応時間課題遂

行 中 の 随 伴 性 陰 性 変 動 （Contingent　 Negative

Variation： CNV ） の 大 き さ を比 較 し，反 応 時 間

（RT）にみ られる両側1生機能低下 （biaateral　deficit）

に
「
注意 の分散」 が どの 程度関与 して い るかを明 ら

か に す る こ と を目的 と した。

【方法】8 名の 健常 な成人 （右利 き 6 名 ， 左利 き 2

名 ；男性 5 名，女性 3 名 ；年齢22〜35歳）に
一

側反

応時間課題，両側反応時間課題を行わせた 。 予告刺

激 （S1） と反応刺激 （S2）は光刺激を用 い ，刺激間

隔は 2秒で あっ た ． 反応動作は，第 2 指に よる ボ タ

ン押 しで あ っ た 。 16個の 電極 （Ag ／AgCl ；Comepa

製〉を被検者 の 頭皮上に装着 し，導出した EEG を

課題条件別 に加算平均 して CNV を求め た。また
，

電 流 源密度 分析 法 （CSD ）（Hjorth，
1975）を 用 い

て， 8 つ の 中心電極につ い てラプラシ ア ン を推定し

た 。

【結果と論議】各条件別に み た 全被検者 の RT （平

均 値 ± 標 準 誤 差） は，
一

側 反 応 が，左255．6±

7．Oms，右249．0± 5．Oms ， 両側反応が，左260，8± 6．7

ms ，右257．4± 6．3ms で あっ た 。 統計的に窟意で はな

か っ たが，両側反応 の RT は
一

側 反応 の RT よ り左

5．2ms，右8．4ms 長 く，先行研究 の 結 果と
一
致 し た 。

　全て の導出部位に お い て ，両側反応の CNV は，
一

側左お よ び右反応の CNV よ り振幅が 大 きか っ

た 。 CNV の 大 きさ は S2に対する注意深さ と正 の単

調 な関係が ある の で ，一側反応 と比較 して 両側反応

の 方が 注意の レ ベ ル が 高 い こ とに な る 。 し か し，

RT は 一
側 よ りも両側反応の 方が 遅 く， 反応時間課

題に見られ る両側性機能低下 の メ カ ニ ズ ム に
「注意

の分散」 が 閼与 して い る可能性が低い こ とを示 して

い る と考えられ た 。

　反応動作時点を基準 と して 脳 波を加算平均 した

デ
ー

タの ラプラシ ア ン を見る と，第 1 次運動野に相

当す る 部位 に 「
運動関連脳電位の NS

’
に相当す る と

考えられ る電位」 が観察され ，そ の 振幅は左右両半

球とも両側反応の ほ うが 一側反応 よ り小 さか っ た。

こ の こ と は
， 反応時 間課題 におけ る 両側性機能低下

に ， 大脳半球問抑制 による皮質活動の低下が関与 し

てい る可能性を示峻 して い る と考えら れ た 。
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